
みんなでいわき！2018 

 東日本大震災から間もなく8年。被災地の復興は着実に進んでいます。しかしまだまだ元に戻って

いない部分もあり、また震災をきっかけに大きく変化したものもあります。農業や漁業、帰還が進

む富岡町への訪問を通して、いわき、そして浜通りの「今」を感じるツアーです。  

日にち 日   程 宿 泊 食 事 

 

3月9日 

（土） 

12:30 いわき駅前集合 

    市内レストランで昼食、オリエンテーション 

午後  木田オリーブ農場で農作業  
17:00 宿泊先到着、入浴 

18:30 夕食、交流会 

 

湯本温泉・古瀧屋 

※源泉かけ流しの老舗旅館です。 

※数人の相部屋となります。 

 

昼・夕 

 

 

10日 

（日） 

  8:00 宿泊先出発、富岡町へ 

  9:30 富岡町到着・町内視察 

12:00 いわき・ら・ら・ミュウ（小名浜）で昼食、振り返り／買物 

14:30 いわき駅着、解散 

 

 

－ 

 

朝・昼 

 

※シャプラニールの職員が全行程ご案内します。 

※現地集合（いわき駅）となります。行き帰りの交通については参加される方へ別途ご案内いたします。 

※本ツアーに関するお問い合わせは下記担当者までお願いします。 

特定非営利活動法人 シャプラニール＝市民による海外協力の会 

〒169-8611 東京都新宿区西早稲田2-3-1   

TEL 03-3202-7863  FAX 03-3202-4593 

WEBサイト www.shaplaneer.org  E-mail event@shaplaneer.org （担当：小松） 

【日程】２０１９年 ３月９日(土)～１０日(日) 

【参加費】 11,000円 
 

★シャプラニールの会員の方は10,000円 

このツアーは、公益財団法人大阪コミュニティ財団「野の花友愛基金」による 

活動助成を受け実施するものです。 

【定員】１５人（最低催行人員 10名）  

オリーブと常磐もので 

    感じるいわき 

※参加費に含まれるもの：いわき市内移動費（2日間の貸し切りバス）、宿泊費、

行程中の全食事（1日目昼食・夕食、2日目朝食・昼食）、旅行傷害保険代、資

料郵送代 

【申し込み締切】２０１９年 ２月１２日（火）   

裏面の申込書にご記入の上、FAX、メール、郵送等により、シャプラ
ニール東京事務所までお送りください。ツアーの催行が決定しました
ら、しおりと参加費の振込用紙をお送りします。 ▲みんなでいわき！2017の交流会にて 



シャプラニール 行 【みんなでいわき！2018申込書】 

ふりがな 
お名前     

会員

区分 

□正会員（12,000円/年） □賛助会員（6,000円/年）  

□学生会員（3,000円/年） □入会する（区分：       ） 

□会員ではない 

生年月日 19    年   月   日 性別  □男性 □女性  （部屋割りの際に必要となります）  

住所 〒         

電話番号   E-mail                                 ※お持ちの方 

旅行中特別な配慮

が必要ですか？ 

□はい（具体的にお知らせください                                    ） 

□いいえ 

FAX 03-3202-4593 
電話 03-3202-7863 

E-mail   event@shaplaneer.org 

いわきツアー「みんなでいわき！」について 

シャプラニールが東日本大震災後に緊急救援および

その後5年間の復興支援で活動してきた福島県いわ

き市を訪ね、震災後の復興の様子を見せてもらうツ

アーで、2011年から継続的に開催しています。 

訪問先について 

オリーブ農場で農作業！ 

オリーブの栽培、商品化によりいわきを元気にすること

を目的に、震災前から取り組みが始まっていた「いわき

オリーブ・プロジェクト」。年々オリーブの収穫量も増

え、商品のバラエティも充実してきました。そのオリー

ブ・プロジェクトの中心となり、オリーブ栽培に情熱を

傾ける木田源泰さんの農場で、農作業をお手伝いしま

す。 

富岡町訪問 

一部の帰還困難区域を除き、2017年4月に避難指示が

解除された富岡町。複合商業施設「さくらモールとみお

か」などの商業施設も営業を続け、徐々に住民が戻りつ

つあります。避難先のいわき市で「富岡すみれ会」を結

成し、震災に負けないための取り組みを行っている田中

美奈子さんが同行、現在の富岡町を案内してもらいま

す。 

常磐（じょうばん）もの 

暖流と寒流がぶつかるいわき市沿岸では栄養豊富な美味

しい魚が獲れることから、震災前から「常磐（じょうば

ん）もの」として首都圏で高く評価されてきました。い

わき市では水産関係者が協力し、「常磐もの」をキー

ワードに水産物のブランド化を図り、認知度向上、消

費・販売の拡大を進めています。小名浜港にある商業施

設いわき・ら・ら・ミュウで、いわきの新鮮な海産物に

出会えます。 

▲過去のツアーの様子。右端が木田さん。 

いわきら・ら・

ミュウで海産物を

試食する参加者▶ 


